
PDPC のすすめ

近藤次郎
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三角関係

AはB およびC を思っている方， B および

Cは互いに友人関係であるが，それぞれAを慕っ

ている.このような三角関係を文章で書くとわか

りにくいが，凶 l のような有向矢線で表わすと文

学的には無味乾燥であるが，キ!1互関係がはっきり

していでわかりやすい.

三角関係にはいろいろなケースがある.凶 2 は

A , Bが友人関係で B は C を慕い， c は B を思

っているので相思相愛関係であるが， Aが C に片

思いを寄せているような場合である.前の場合と

この場合との違いは，凶!と関 2 とをくらべてみ

ると明らかになる.このように矢線で相互関係を

表わすもっと複雑な関係でも明瞭になる.また三

角関係にもいろいろあって，今まで、気つかなかっ

た相違や類似たE ども明らかになることがある.

観察された各魯の事実を個別にカードに書き，

それらを机の 11lこいろいる配置して悶果関係を見

出してし、く方法にK] 法1)やNM法むがあること

はよく知られている.この方法は最終的には凶!

や凶 2 のようなグラブになるのであるが，カード

を使うのでいろいろなsìtベかえや入れ換えが自由

であり，そのために固定した概念に捕われず，新

しい発見が容易にできるところに特色がある.そ

の意味で創造住の手法であるといわれる.

YXX の共同開発

1990年代に出現すると思われる新しい旅客機の
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計画が行なわれ

ている.これは

来年から就航す

る予定の新鋭ジ

ェット輸送機Y

X(ボーイング

767)の後継機で

ある.大型の旅 図 1 三角関係(相思相愛)

客機を造ることができるのは，白白世界ではボー

イング社，マクダネル・ダグラス社，ヨーロッパ

エアパス社の 3 社に|浪られている.しかしこのよ

うな大会社といえどもリスクを分散するため単独

で開発することは避け，国際共同開発の形態をと

るのが普通で、ある.

IJ 本航空機製造，ブグッカ一社(オランダ)，あ

川、骨

るし、 t土アルタリア

社(イタリア)は，

これらの提携先と

して有力である.

特に日本は経済的

?に成長山て安
定であり，労働水

図 2 三角関係(片想い) 準が高く，航空機

製作には向いていると国外各社では考えられてい

る.

したがって三大航空機会社からそれぞれ熱心な

共同開発の勧誘がある.この時，この三大メーカ

ーは互いに競争関係にあって彼ら同士が組んで共
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図 3 YXXの開発をめぐる 2 個の三つ巴

同開発をすることはいまのところ考えられない

が，中規模の 3 社については三大社のどれかと協

力する可能性がある.これは図 3 に示したような

2 個の三つ巴からなる多人数ゲームであって，そ

れぞれ条件が異なり，いろいろな場合が考えられ

るが，それらの比較，検討のさいには図 1 ，図 2

のようなプレゼンテーションのやり方が役に立っ

と思われる.一般に言って， リスクが大きいほど

利益の期待が大きし、からこの決定ははなはだむず

かしい.しかしながらこのようなプレゼンテーシ

ヨンはいろいろな差異や利害損失を比較するうえ

でも役に立つことが多い.

PDPC 

日本人は同一民族であるので以心伝心などとい

ってあまり言葉や身ぶりや文章などによる表現力

は豊かではなく，細かし、ところはつめないほうが

かえってコンセンサスを得られやすい.そして大

筋で合意してから細部を決めるやり方のほうが無

理がない.しかるに多民族国家の外国人はこれと

異なり，細部まで詰めなくては気が済まない.そ

こで文章や口頭による発表の方法が，たとえば大

学教育の中でも重視され，学生は特別に単位をと

って訓練を受けていると聞く.

このような場合に言わんとすることを図式に表

現することは，事柄を正確に表わすうえに役に立

つことが多い. P D P C4) は図 4 にあるように l

つの施策を行なうと，その結果ある状態が出現
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し，またそれに対して対策をとると局面が新しく

展開する.このようにして最終の結果に到達す

る.この時つの施策に対して複数の場合がお

こりうる時や施策の選択を表わすには，ひし形の

分岐点を使うと都合がよい.図 4 はこのような図

である.最初のスタート(状況の発生)から出発す

ると，対策 2 によれば最終結果A， B またはC に

いたり，対策 3 によればB にいたることが明らか

である.費用と効果の両方を勘案して対策を選択

すればよい， PDPCは意思決定者の多段的意思

決定の計画，長期予測におけるシナリオの作成や

その表現に用いると効果的である.それは時聞を

追って状況が展開し，またそれに応じて適当な対

策がとられるような場合や因果関係が連鎖的につ

ながっていて，ある原因から結果を生じ，それが

次の事態の原因となるようにつぎつぎに事態が移

ってし、く場合について状況変化のプレゼンテーシ

ョンの方法として利用することができ，それによ

って意思決定者が問題をどのように解決するかを

見出すこともできる.この意味では創造性の方法

といえる.

事にあたって，先から先へと考えておくことは

計画立案者としてきわめて必要な心構えである.

単に当面の問題を解決するだけでは十分でなく，

解決のためにとった方策やその結果が次の新しい

状況を展開し，その状況に応じて次の対策をとる

というように長期的な視野にたって多段式に意思

図 4 P D P C，対策と状態と結果
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図 S 炭酸ガス濃度の増

大の影響

決定をしなければならな

いことがある.もしも状

況や施策の結果が数量化

できている場合には，ダ

イナミック・プログラミ

ングやポントリアギンの

最大原理などが用いられ

る.しかし政策決定や技

術予測のような問題にはこのような数量化がきわ

めてむずかしく，またそのうえ，あらゆる場合を

想定しておくなどということは到底不可能なこと

である.このような場合でも PDPCによる表現

は将来の状況をわかりやすく，正確に表現し，意

思決定者の問題解決の方針を示し，それによって

多くの人の理解を高め，したがってその協力を得

るのに便利である.この意味でプレゼンテーショ

ンの手法である.

またこの手法は「新QC七つ道具J [4J[5J の!

っとして特に製品の安全性向上のためにも使われ

ている. PDPCによる安全性確保の方法は，安

全が確保された場合，たとえばロケットの打ち~:

げから回収にいたるまでの一連の経過とか，着陸

体制に入った旅客機が滑走路に着陸するまでの飛

行経過というような一連の仕事をまず正常な場合

について PDPCに表わし，その途中の状態から

脱落しないように，しないようにすることによっ

て安全性の確保という目標を達成しようとするも

のである.

石油から石炭への燃料の転換がおこると炭酸ガ

スの排出量がふえ，大気中の温度が増し，その温

室効果によって西暦2000年頃には気温が 2 ， 3 度

上昇し，いろいろな影響が出ると憂慮されてい

る.このシナリオを図示したものが図 5 に示した

PDPC で、ある.

このように， PDPCはOR ， QC , S E など

に広く応用されるプレゼンテーションの手法ーであ
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る.

ORでよく使われる PERTは 1958年，アメリ

カ海軍が艦隊弾道ミサイル計画(ポラリス計画)の

ために開発した手法で，これによって当プロジェ

クトは予定よりも 2 年も早く完成したといわれて

いるが，これも l つのプレゼンテーションの手法

である.

このほか信頼性工学等で用いられる FTAやE

TAのような各種の樹木図も 1 つのプレゼンテー

ションの方法である.事柄がよくわからないとう

まいプレゼンテーションができないカ勺よいプレ

ゼンテーションに努力しているうちに事柄の理解

が進み，問題解決の策が見つかるものである.

ORでは数学モデルが重視され，それは最適化

法など問題解決のぷ本である.しかしプレゼンテ

ーションは式に表わしたものだけにはかぎらず，

ここで述べたような図形なども含まれている.う

まいプレゼンテーションを見出すことは問題解決

の手がかりであり，それ自体で問題解決の結果で

もありうる.
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